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ト
し
よ
う
と
、
有
識
…

⑨ 


建
設
業
の
新
分
野
進
出

の
選
択
肢
の
一
つ
に
農
業

が
あ
る
。
参
入
企
業
は
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
採
算

面
で
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
る
企
業
も
多
い
。

ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
農
業
…

参
入
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
…

ル
」
で
は
、
こ
う
し
た
企

業
経
営
者
を
側
面
か
ら
サ 

……

者
ら
が
事
例
を
踏
ま
え
て

ア
ド
バ
イ
ス
。
自
社
の
「
強
…

み
」
を
生
か
し
た
経
営
戦
日

略
構
築
の
必
要
性
を
指
摘 

…

し
た
。

-
既
存
資
源
を
有
効
活
用

研
究
発
表
で
は
、
同
フ
ォ

ー
ラ
ム
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
分

斜
会
の
座
長
を
務
め
る
三
菱

総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
の

渋
谷
往
男
氏
が
、
自
ら
執
筆

.ミニフォーラム「農業参入のビジネスモデル」

し
た
書
籍
「
戦
略
的
農
業
経

営
」
を
基
に
、
農
業
へ
の
参

入
の
在
り
方
や
課
題
を
事
例

を
交
定
て
解
説
。
「
建
設
会

社
は
、
生
産
基
盤
、
施
設
整

H

備
九
人
材
活
用
な
ど
、
農
家

に
は
な
い
優
位
性
を
持
っ
て

い
る
」
と
、
本
業
の
経
蛍
資

源
を
生
か
し
た
取
り
組
み
の

必
要
性
を
指
摘
し
、
成
功
の

鍵
は
「
体
系
的
対
応
は
よ
る

戦
略
構
築
に
あ
る
」
と
述
べ

た。
事
業
展
開
に
当
た
っ
て


は
、
「
自
社
の 

H

強
み 

を


最
大
限
に
生
か
し
、
競
争
優


位
の
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ


て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
話


し
、
「
既
存
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に


よ
る
付
加
価
値
の
形
成
が
農


業
参
入
へ
の
近
道
」
と
強
調


し
た
。


国
身
の
丈
に
合
っ
た
経
営

先
進
事
例
で
は
、
東
九
州

電
設
工
業
(
宮
崎
県
日
向
市
)

と
頚
城
建
設
(
新
潟
県
上
越

市
)
が
取
り
組
み
を
説
明
し

た。
東
九
州
電
設
工
業
は
、 

1 

9
9
3年
に
農
業
生
産
法
人

・
東
九
農
園
を
設
立
し
、
ピ

ー
マ
ン
の
栽
培
に
着
手
。
本

業
で
あ
る
変
電
設
備
の
技
術

を
生
か
し
、
自
動
の
液
肥
装

置
を
開
発
す
る
な
ど
、
内
部

資
源
の
活
用
や
省
力
化
、
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
。

石
田
和
平
社
長
は
「
閑
散

期
の
余
剰
労
働
力
の
活
用
や 

従
業
員
の
就
労
確
保
が
第

ご
と
考
え
た
。
む
や
み
に

規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
な

く
、
年
間 
1
5
0
0万
円
前

後
の
売
り
上
げ
の
中
で
黒
字

他
を
達
成
。
「
身
の
丈
に
合

っ
た
経
営
」
で
事
業
を
安
定

化
さ
せ
た
。

一
方
、
頚
城
建
設
は
、
全

国
第 
1
号
の
農
業
特
区
で
あ

る
「
越
後
里
山
活
性
化
特
区
」

の
2
0
0
3年
の
認
定
に
当

た
っ
て
中
心
的
役
割
を
果
た

し
、
農
業
分
野
に
参
入
し
た
。

公
共
工
事
の
減
少
に
対
応
す

る
雇
用
維
持
に
主
眼
を
置

き
、
一
帯
の
棚
田
を
活
用
し

た
無
農
薬
の
米
づ
く
り
に
着 

手。
 

J
A
S認
証
も
受
け
、

路
を
築
い
た
。

百
貨
庖
や
飲
食
居
な
ど
に
販

地
域
特
性
を
生
か
し
た
事

Vミニフォーラムの様子

「付加価値」創出が鍵
業
で
生
産
基
盤
を
確
立
し
、

高
品
質
の
棚
田
米
を
全
国
に

発
信
す
る
聞
社
の
小
池
保
信

社
長
は
「
参
入
は
誰
で
も
で

き
る
が
、
そ
こ
に
ど
う
付
加

価
値
を
与
え
て
い
く
か
が
ポ

イ
ン
ト
」
と
話
し
た
。 

;

・
独
自
の
仕
組
み
づ
く
り

建
設
業
の
農
業
参
入
に
当

た
っ
て
は
課
題
も
多
い
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
出
席
し

た
農
林
水
産
雀
大
臣
官
房
政

策
課
の
末
松
広
行
課
長
は
、

計
画
立
案
や
資
金
面
、
販
路

開
拓
な
ど
各
企
業
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
指
摘
。
「
千

差
万
別
の
中
で
他
社
に
な
い

部
分
を
ど
う
見
い
だ
し
て
い

く
か
。
い
き
な
り
大
き
な
投

資
は
せ
ず
、
独
自
の
仕
組
み

を
一
歩
一
歩
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

農
業
参
入
を
成
功
に
導
く

た
め
の
要
素
と
し
て
、
渋
谷

氏
は
、
基
盤
整
備
か
ら
資
材

調
達
、
生
産
、
加
工
、
販
売

ま
で
の
各
段
階
で
付
加
価
値

を
生
み
出
し
な
が
ら
流
れ
て

い
く
「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
」

の
概
念
に
つ
い
て
提
言
。「第

三
者
的
な
観
点
か
ら
自
社
の

強
み
を
分
析
し
、
体
制
を
構

築
し
て
ほ
し
い
」
と
力
を
込

め
た
。「

わ
れ
わ
れ
は
、
い
つ
の

日
も
地
域
に
欠
か
せ
な
い
企

業
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
。
司
会
を
務
め
た

愛
亀
(
愛
媛
県
松
山
市
)

の
西
山
周
社
長
は
、
地
域

貢
献
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
建
設

業
の
必
要
性
に
つ
い
て
触

れ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
総
括
し

た。
「
地
域
活
性
他
の
か
じ
取


り
役
と
し
て
、
建
設
業
が
持


つ
可
能
性
は
無
限
大
だ
」


(
鹿
児
島
建
設
新
聞 

田
原

謙
一
)

U

物級協級協務級協綴務綴 日本には建設業が必要です


